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深海熱水噴出孔に生息する“毛虫”の多様な生活戦略と進化 

山田明徳（遺伝子の多様性研究グループCOE研究員） 

深海の熱水噴出孔は太陽の光が届かない暗黒の世

界であるだけでなく、硫化水素など生物に有害な物

質が高濃度で存在する極限環境である。こうした環

境下にも生物は生息し、多くの無脊椎動物は緑色植

物が細胞内の葉緑体を通して太陽光からエネルギー

を得て有機物を合成しているように、その細胞内に

共生する化学合成細菌を通して硫化水素などからエ

ネルギーを得て有機物を合成している。このような

無脊椎動物が浅海種と似ても似つかないエイリアン

かと言われると必ずしもそうではない。その起源は

浅海種であると考えられており、その進化や適応の

過程が注目されている。 

 “毛虫”（多毛類：ゴカイやイソメなどを含む分類

群）は深海の熱水噴出孔に生息する無脊椎動物の代

表的なものである。その中でも特にウロコムシ科に

属する多毛類は多様な生活戦略をもっている極めて

ユニークな分類群である。比較的よく研究がされて

いる Branchipolynoe 属のウロコムシは、シンカイヒ
バリガイ（熱水噴出孔などに生息する二枚貝の一属

で、鰓に化学合成細菌を共生させている）の内部に

片利共生し、この貝から栄養分を得ていることが知

られている（写真①）。また、環境中の化学合成細菌

を餌とするものや、捕食者として他の無脊椎動物か

ら直接栄養分を得ているものもある。ただし、これ

まで化学合成細菌との共生によって栄養分を得ると

いう生活戦略をもつものは知られていない。 

私たちは鳩間島（沖縄県八重山諸島）沖深海底の

熱水噴出孔で Branchipolynoe 属の片利共生型のウロ
コムシと自由生活型のウロコムシを採取し、化学合

成細菌との共生の可能性について実験を行った。そ

の結果、自由生活型のウロコムシの疣足（体節側面

の葉状突起のことで、ここに鰓がある種も多い）か

らのみシンカイヒバリガイなど鰓に共生する化学合

成細菌と近縁な細菌が検出された。このことから、

私たちはこの自由生活型のウロコムシがもしかした

らシンカイヒバリガイのように化学合成細菌と共生

しているのではないかと考えている。今後さらにウ

ロコムシを研究することで、これまでに知られてい

ない全く新しい共生様式が明らかになるかもしれな

い。 

 また興味深いことに、この自由生活型のウロコム

シはシンカイヒバリガイに片利共生するウロコムシ

や環境中の化学合成細菌を餌とするウロコムシと非

常に近縁な関係にあることが、その遺伝子配列から

わかってきた。そこで現在は、ウロコムシの多様な

生活戦略がどのように進化してきたのか、というこ

とを解明するための研究に着手している。 

 

写真①：シンカイヒバリガイ外套膜内に片利共生す

る Branchipolynoe 属ウロコムシ（赤く見えるのは血
液中のヘモグロビンによる） 

 
写真②：鳩間島沖深海底の熱水噴出孔での調査で得

られた底生生物 


